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交通結節点での円滑な乗継に向けて
＜相互直通運転の事例＞
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東横線とみなとみらい線の相互直通運転
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13号線と東横線の相互直通運転
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渋谷駅渋谷駅 将来構想将来構想
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青葉台駅青葉台駅

交 通 結 節 点 で の 円 滑 な交 通 結 節 点 で の 円 滑 な

乗継を図るための取り組み乗継を図るための取り組み
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交通結節円滑化の取り組み例

青葉台駅前広場青葉台駅前広場車道上も連続した上家車道上も連続した上家
１１１１



交通結節円滑化の取り組み例

バス発車案内システムバス発車案内システム
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交通結節円滑化の取り組み例

電車到着表示システム電車到着表示システム
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交通結節円滑化の取り組み例

改札正面のタクシー・自家用車乗り場改札正面のタクシー・自家用車乗り場
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交通結節円滑化の取り組み例

バリアフリー化の推進

エレベーターエレベーター スロープスロープ

20102010年度全駅バリアフリー化完了予定年度全駅バリアフリー化完了予定

8888％整備済み％整備済み(2004(2004年年1111月現在）月現在）
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交通結節円滑化の取り組み例

• 列車情報案内装置
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列車情報案内装置（通常表示）

交通結節円滑化の取り組み例

運行異常発生時の表示

１８１８



交通結節円滑化の取り組み例

乗り継ぎ割り引き乗り継ぎ割り引き
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交通結節円滑化の取り組み例

ICカード相互利用
2006年度実施予定

どのICカード乗車券でも
関東圏の鉄道・バスが
乗り降り可能に！
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交通結節円滑化の取り組み例

自由が丘周辺の再生整備構想案自由が丘周辺の再生整備構想案

街づくりを目指す団体への参加、協力街づくりを目指す団体への参加、協力

・自由が丘：ＴＭＯ「ジェイスピリット」・自由が丘：ＴＭＯ「ジェイスピリット」

・渋谷：・渋谷：NPONPO「渋谷駅周辺地区まちづくり協議会」「渋谷駅周辺地区まちづくり協議会」
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地域公共交通の維持･改善と

交通結節点整備を進めるために
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鉄道をめぐる社会情勢の変化
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鉄道をめぐる社会情勢の変化

■全体としては減少傾向にあるものの、エリアにより差が激しい

■人口減少とはいえ、混雑問題は簡単には解消しない

＜混雑率＜混雑率200200％の路線％の路線 →→ 需要需要1010％減少でも％減少でも180180％＞％＞

輸送力増強、混雑緩和を考えていくことは必要

■沿線間の優勝劣敗傾向が顕著

■駅を拠点とした沿線の活性化戦略の展開が課題

■交通結節点としての駅の整備、街と駅との一体的な
発展が求められる

■鉄道会社の「自前主義」からの脱却が必要
２５２５



「機能」と「情緒」間の理解

事業者事業者
exex長距離輸送の改善長距離輸送の改善

「機能」「機能」

周辺主体周辺主体
ｅｘ周辺環境の悪化ｅｘ周辺環境の悪化

「情緒」「情緒」

摩擦の発生
調整費用の増加

結節点整備のために望まれること

相互理解が必要相互理解が必要
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結節点整備のために望まれること

相互理解推進のための「議論の場」の設定

・総合的な協議、調整を行える組織
・事業者、自治体、利用者、住民による合意形成
・整備終了後の維持管理体制の支援

「議論の場」設定のための官民連携

リスク評価の困難性
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官の関与領域官の関与領域
またはまたは

官民連携（ＰＰＰ）官民連携（ＰＰＰ）

内閣府経済財政諮問会議資料
（2002.10.7）を基に作成 ２７２７



官民連携に期待すること

結節点整備のために望まれること

・参加者意識の高揚→責任ある議論の展開

・持続的な「議論の場」の運営

・自治体と事業者の足並みを整え、事業推進を図る

・自治体との個別協議を円滑化

リスク評価の困難性

公
益
性

小

小

大

大

官の関与領域官の関与領域
またはまたは

官民連携（ＰＰＰ）官民連携（ＰＰＰ）

内閣府経済財政諮問会議資料
（2002.10.7）を基に作成 ２８２８



結節点整備のために望まれること

インセンティブの必要性

・運賃値上げを前提とした経営
・沿線収益を内部化する経営

社会情勢の変化で
モデルが崩壊

厳しい投資の選別

街づくりと一体となった駅整備
（資金回収に長期間を要する投資）

→ 単独実施することが難しくなっている

■官民連携に基づく円滑な調整

■インセンティブを前提として事業推進を図る
２９２９
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